
　今年は、大根、白菜をはじめとする野菜類や穀物、果樹類、自然薯などたくさんの農産物を
出品いただきました。JA職員が栽培した農産物の出品を加えると総数で412点の出品となり
ました。　　　
　15日に開催された審査会で、特にすぐれた農産物16点の入賞者が決定されました。

審査員による慎重な審査（農産物品評会審査会）

審査の結果、兵庫県知事賞をはじめ16点の入賞者を決定。

1位賞（兵庫県知事賞）　
2位賞（光都農林振興事務所長賞）　
3位賞（龍野農業改良普及センター所長賞）　他

 審査員（敬称略）

 審査方法
　審査規定に基づき比較審査を行う。
・出品規格　 ・形状　 ・損害　 ・色沢　 ・整斉
・品質　 ・荷姿
・品目ごとの出品点数をもとに、地域振興作物を考慮
・品質等がすぐれ、商品価値があり、地域に適した
将来性のある優秀なもの

入賞した農産物

農産物品評会会場

職　　　名 氏　名
龍野農業改良普及センター所長 山口　　洋
光都農林振興事務所農政振興第2課課長 釜井　善経
龍野農業改良普及センター普及指導員 前畑　有佐
宍粟市農業委員会会長 森本　弘昭
宍粟市産業部長 中村　仁志
ＪＡハリマ経済部部長 岡﨑　広信
ハリマＪＡ女性会会長 柴原美恵子
一宮町農会長会会長 岡田　義明
波賀町農会長会会長 中尾　周司
千種町農会長会会長 春名　寿一
食彩館伊和の里店長 福下日出勝
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